
第

30
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
組

織
協
議
案
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

は
「
協
同
活
動
と
総
合
事
業

の
好
循
環
」
で
あ
る
。
「
協

同
活
動
と
総
合
事
業
で
食
と

農
を
支
え
、
豊
か
な
く
ら
し

と
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実

現
す
る
」
こ
と
に
と
り
た
て

て
異
論
は
な
い
が
、
「
総
合

事
業
」
に
は
い
さ
さ
か
の
違

和
感
を
も
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

か

つ

て

あ

る

先

生

に

、

「
農
協
に
総
合
事
業
と
い
う

事
業
は
な
い
よ
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
確
か
に
農

協
法
第

10
条
に
「
総
合
事
業
」

と
い
う
事
業
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
「
総
合
」
の
言

葉
が
農
協
に
つ
い
て
使
わ
れ

た
の
は
、
主
に
次
の
二
つ
の

場

合

で

あ

る

。

一

つ

は

、

「
総
合
農
協
」
と
「
専
門
農

協
」
と
を
区
分
す
る
場
合
で

あ
る
。
政
府
統
計
で
は
、
総

合
農
協
は
「
信
用
、
共
済
、

販
売
等
の
事
業
を
総
合
的
に

行
う
農
業
協
同
組
合
」
で
あ

り
、
専
門
農
協
は
「
信
用
事

業
を
行
わ
ず
、
特
定
業
種
に

特
化
し
て
事
業
を
行
う
農
業

協
同
組
合
」
で
あ
る
。
簡
単

に
言
え
ば
、
総
合
農
協
と
は

「
信
用
事
業
を
行
う
農
協
」

の
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
営
農
指
導

事
業
を
行
う
か
ど
う
か
に
関

わ
る
。
戦
後
農
協
は
、
協
同

組
合
で
あ
り
経
済
組
織
で
あ

る
産
業
組
合
と
半
官
半
民
の

農
業
団
体
で
あ
る
農
会
が
合

体
し
て
生
ま
れ
た
農
業
会
を

引
き
継
い
だ
。
営
農
指
導
は

も
と
も
と
農
会
の
事
業
で
あ
っ

た
。
戦
後
、
昭
和

20
年
代
の

農
業
団
体
再
編
論
議
に
お
い

て
、
農
協
は
経
済
組
織
と
し

て
純
化
す
べ
き
と
す
る
「
純

化
論
」
と
、
営
農
指
導
や
農

政
活
動
も
行
う
べ
き
と
す
る

「
総
合
論
」
が
対
立
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
後
者
の
方
向
で

現
在
の
Ｊ
Ａ
が
存
在
し
て
い

る
。
こ
の
場
合
、
「
総
合
」

は
営
農
指
導
を
兼
営
す
る
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

大
会
議
案
は
、
「
総
合
事

業
」
を
通
じ
て
組
合
員
・
地

域
住
民
に
「
一
体
的
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
」
す
る
の
だ
と

い

う

。

だ

が

、

は

た

し

て

「
一
体
的
」
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
な
Ｊ
Ａ
の

事
業
体
制
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
信
用
・
共
済
事
業
と
営

農
経
済
事
業
が
分
立
し
、
信

用
と
共
済
の
間
で
も
連
携
は

弱
い
。
か
つ
て
の
経
済
事
業

改
革
で
、
Ａ
コ
ー
プ
店
や
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
は
極

端
に
減
少
し
た
。
直
売
所
な

ど
の
新
た
な
事
業
の
広
が
り

も
あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
は
「
総
合
」

に
足
る
事
業
力
を
持
ち
得
て

い
る
の
か
、
い
さ
さ
か
こ
こ

ろ
も
と
な
い
。

で
は
組
合
員
か
ら
み
た
ら

ど
う
か
。
組
合
員
は
、
Ｊ
Ａ

に
対
し
て
必
ず
し
も
「
一
体

的
」
な
サ
ー
ビ
ス
を
期
待
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
“
Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
”
の

事
業
を
、
選
択
的
に
利
用
す

る
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
「
一
体
的
」
サ
ー
ビ
ス

提
供
論
は
、
組
合
員
に
Ｊ
Ａ

事
業
を
ま
る
ご
と
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
、
Ｊ
Ａ

側
か
ら
の
願
望
論
の
よ
う
に

も
み
え
る
。

大
事
な
こ
と
は
、
「
総
合

事
業
あ
り
き
」
で
な
く
、
徹

底
し
て
組
合
員
に
向
き
合
い
、

一
つ
一
つ
の
活
動
や
事
業
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
、

そ
れ
ぞ
れ
を
磨
き
上
げ
て
い

く
こ
と
で
は
な
い
か
。
旧
来

の
や
り
方
に
と
ど
ま
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
活
動
に

果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
努

力
の
積
み
重
ね
の
先
に
、
有

機
的
で
魅
力
的
な
事
業
連
携

や
総
合
的
な
事
業
利
用
も
み

え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

（
当
セ
ン
タ
ー
会
長
理
事
）

８
月
８
日
（
木
）
～
９
日

（

金

）

、

１

泊

２

日

の

日

程

で

、

今

年

度

の

地

域

農

業

振

興

に

関

す

る

研

究

会

を

こ

の

ほ

ど

終

え

ま

し

た
。

今

回

の

参

加

者

は

、

北

は

岩

手

県

か

ら

南

は

佐

賀

県

の

13
都
府
県

24
人
と
、
全

国

か

ら

広

く

ご

参

加

い

た

だ

き

ま

し

た

。

昨

年

は

対

面

と

リ

モ

ー

ト

の

ハ

イ

ブ

リ

ッ

ド

方

式

で

し

た

が

、

本

年

度

は

対

面

方

式

の

み

と
し
ま
し
た
。

今

年

度

の

研

究

会

は

、

人

口

戦

略

会

議

の

衝

撃

的

な

レ

ポ

ー

ト

を

ど

う

受

け

止

め

る

の

か

、

そ

し

て

、

地

域

の

活

性

化

に

向

け

て
、

改

め

て

、

地

域

農

業

が

如

何

に

貢

献

で

き

る

の

か

、

事

例

に

学

び

な

が

ら

、

Ｊ

Ａ

や

地

方

自

治

体

の

果

た

す

べ

き

役

割

は

何

か

、

に

焦

点

を

当

て

て

企

画

・

開

催
し
ま
し
た
。

２
日
間
の
研
究
会
で
は
、
、

２

人

の

研

究

者

、

１

人

の

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

か

ら

の

３

つ

の

報

告

と

、

２

日

目

に

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

設

定
、

①

Ｊ

Ａ

常

陸

（

茨

城

県

）

と

②

公

益

財

団

法

人

農

林

業

公

社

し

ん

し

ろ

（

愛

知
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セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

「

総

合

事

業

」

と

い

う

事

業

は

な

い

ー

活

動

、

事

業

へ

の

果

敢

な

チ

ャ

レ

ン

ジ

を

増
田
佳
昭

「
令
和
６
年
度
（
通
算
第
48
回
）
地
域
農
業

振
興
に
関
す
る
研
究
会
」
を
終
え
て

瀬
津

孝



県

）

か

ら

の

実

践

報

告

、

コ

メ

ン

テ

ー

タ

ー

２

人

か

ら

の

コ

メ

ン

ト

を

も

と

に

全

体

討

論

が

な

さ

れ

ま

し

た
。ま

ず

、

報

告

Ⅰ

で

は

、

岡

田

知

弘

氏

（

京

都

橘

大

学

教

授

・

京

都

大

学

名

誉

教

授

）

か

ら

、

「

持

続

可

能

な

地

域

づ

く

り

に

果

た

す
自
治
体
・
Ｊ
Ａ
の
役
割
」

を
テ
ー
マ
に
、
増
田
レ
ポ
ー

ト

（

２

０

１

４

年

）

と

こ

れ

を

契

機

と

し

た

地

方

創

生

政

策

が

如

何

に

失

敗

し

た

か

を

振

り

返

り

、

人

口

戦
略
会
議
と
新
増
田
レ
ポ
ー

ト

（

２

０

２

３

年

）

の

問

題

点

、

特

に

地

域

経

済

の

不

均

等

発

展

・

格

差

の

要

因

を

明

ら

か

に

し

た

上

で
、

事

例

を

挙

げ

な

が

ら

個

々

の

経

済

主

体

の

個

性

を

活

か

し

た

地

域

内

経

済

循

環

の

仕

組

み

づ

く

り

の

重

要

性

が

強

調

さ

れ

ま

し

た

。

報

告

Ⅱ

で

は

、

榊

田

み

ど

り

氏

（

農

業

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

・

明

治

大

学

客

員

教

授

）

か

ら

、

「

『

農

』

で

地

域

を

元

気

に

す

る

た

め

に

『

多

様

な

農

業

人

材

』

と

自

治

体

・

Ｊ

Ａ

へ

の

期

待

」

を

テ

ー

マ

に

、

新

た

な

基

本

法

に

登

場

し

た

「

多

様

な

農

業

人

材

」

「

農

村

に

関

わ

り

を

持

つ

者

」

（

＝

「

農

的

関

係

人

口

」

）

を

地

域

に

活

力

を

も

た

ら

す

存

在

と

し

て

着

目

し

、

こ

れ

ら

の

層

を

グ

ラ

デ

ー

シ

ョ

ン

で

考

え

育

て

る

必

要

性

が

指

摘

さ

れ

ま

し

た

。

そ

し

て

、

豊

富

に

事

例

を

挙

げ

て

、

地

域

づ

く

り

の

視

点

で

も

地

域

農

業

の

あ

り

方

を

考

え

て

み

る

こ

と

も

地

域

の

活

性

化

に

は

大

事

だ

と

提

言

さ

れ
ま
し
た
。

２

日

目

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

は

、

テ

ー

マ

を

「

地

域

農

業

振

興

・

活

性

化

で

果

た

す

べ

き

自

治

体

・

Ｊ

Ａ

の

役

割

―

こ

れ

か

ら

の

機

能

発

揮

と

連

携

の

あ

り

方

を

め

ぐ

っ

て

―

」

と

設

定

し

、

座

長

に

は

小

松

泰

信

氏

（

長

野

県

農

協

地

域

開

発

機

構

研

究

所

長

・

岡

山

大

学

名

誉

教

授

）

に

お

願

い

し

ま

し

た

。

実

践

報

告

①

（

Ｊ

Ａ

常

陸

秋

山

豊

組

合

長

）

で

は

、

有

機

農

業

推

進

と

オ

ー

ガ

ニ

ッ

ク

給

食

の

実

現

へ

の

取

り

組

み

経

過

と

枝

物

に

よ

る

中

山

間

地

農

業

の

活

性

化

の

取

り

組

み

（

販

売

高

２

．

４

億
円
、
部
会
員
１
４
４
人
）

を

中

心

に

、

実

践

報

告

②

（

農

林

業

公

社

し

ん

し

ろ

原

重

信

事

務

局

長

）

は

、

管

内

に

お

け

る

農

業

関

係

機

関

・

団

体

の

連

携

の

仕

組

み

づ

く

り

の

取

り

組

み

経

過

、

特

に

新

規

就

農

支

援

に

か

か

る

役

割

分

担

と

就

農

実

績

（

平

成

24
年

度

以

降

１

０

１

人

）

と

、

連

携

し

て

設

立

さ

れ

た

公

社

の

活

動

内

容

の

ご

紹

介

を

中

心

に

報

告

さ

れ

ま

し

た
。

討

論

で

は

、

有

機

農

産

物

の

販

売

先

、

新

規

就

農

者

の

地

域

と

の

関

わ

り

方

や

経

営

能

力

の

養

成

等

を

め

ぐ

っ

て

活

発

に

意

見

が

交

わ

さ

れ

ま

し

た

。

座

長

か

ら

は

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

総

括

す

る

と

と

も

に

、

関

係

機

関

の

連

携

の

重

要

性

が

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

最

後

の

報

告

Ⅲ

で

は

、

谷

口

信

和

氏

（

東

京

大

学

名

誉

教

授

）

か

ら

、

「

わ

が

国

農

業

の

基

本

課

題

と

今

後

の

展

望

―

基

本

法

見

直

し

で

欠

け

て

い

た

も

の

は

何

か

―

」

を

テ

ー

マ

に
、

今

回

の

わ

が

国

に

お

け

る

食

糧

安

全

保

障

問

題

の

議

論

を

整

理

す

る

と

と

も

に
、

改

正

基

本

法

に

お

け

る

食

糧

安

全

保

障

の

考

え

方

の

問

題

点

を

指

摘

し

、

食

糧

供

給

困

難

事

態

対

策

法

も

含

め

て

、

法

的

欠

陥

と

あ

る

べ

き

姿

が

提

起

さ

れ

ま

し
た
。

今

回

紹

介

す

る

調

査

研

究

は

、

令

和

５

年

度

に

京

都

府

農

業

協

同

組

合

中

央

会

（

以

下

、

Ｊ

Ａ

京

都

中

央

会

）

か

ら

委

託

さ

れ

た

「

Ｊ

Ａ

支

店

等

に

お

け

る

く

ら

し

の

活

動

に

よ

る

事

業

量

拡

大

へ

の

波

及

効

果

に

か

か

る

調

査

研

究

」

で
、

当

セ

ン

タ

ー

の

増

田

会

長

（

滋

賀

県

立

大

学

名

誉

教

授

）

を

主

査

と

し

、

神

戸

大

学

名

誉

教

授

の

高

田

理

氏

、

摂

南

大

学

農

学

部

教

授

・

福

井

県

立

大

学

名

誉

教

授

の

北

川

太

一

氏

に

協

力

を

仰

ぎ

、

セ

ン

タ

ー

職

員
で
取
り
組
ん
だ
。

本

調

査

研

究

の

目

的

は
、

Ｊ

Ａ

支

店

で

取

り

組

ま

れ

て

い

る

く

ら

し

の

活

動

に

つ

い

て

、

全

国

の

実

践

事

例

を

踏

ま

え

な

が

ら

、

実

践

内

容

と

各

事

業

実

績

と

の

関

係

を

確

認

・

整

理

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

よ

り

効

果

的

な

実

践

方

策

を

提

示

す

る

こ

と

と

し

た

。

な

お

本

調

査

研

究

に

お

け

る

Ｊ

Ａ

の

く

ら

し

の

活

動

の

捉

え

方

は

、

組

合

員

・

地

域

住

民

の

生

活

に

様

々

な

か

た

ち

で

関

わ

っ

て

い

る

活
動
全
般
と
す
る
。

本
事
業
の
課
題
は
、
テ
ー

マ

よ

り

、

Ｊ

Ａ

支

店

が

実

践

す

る

く

ら

し

の

活

動

の

実

態

把

握

と

課

題

の

整

理
、

Ｊ

Ａ

支

店

の

く

ら

し

の

活

動

の

効

果

お

よ

び

各

事

業

量

と

の

関

係

性

の

整

理

・

分

析

、

Ｊ

Ａ

支

店

の

く

ら

し

の

活

動

が

よ

り

効

果

的

に

Ｊ

Ａ

事

業

へ

の

波

及

効

果

を

も

た

ら

す

た

め

の

役

割

と

課

題

の

解

明

の

課

題

を

設

定

し

た

。

全

国

の

実

践

事

例

に

つ

い

て

は

、

既

存

の

資

料

を

は

じ

め

、

く

ら

し

の

活

動

に

つ

い

て

、

京

都

府

内

の

全

５

Ｊ

Ａ

を

は

じ

め

先

進

事

例

Ｊ

Ａ

に
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調

査

研

究

事

業

の

紹

介

Ｊ

Ａ

支

店

の

く

ら

し

の

活

動

に

関

す

る

調

査

研

究

（
当
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
・

主
席
研
究
員
）
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生
物
多
様
性
を
保
全
し
豊
か
に

す
る
た
め
に
は
、
農
業
と
し
て
ど

う
取
り
組
め
ば
よ
い
の
か
。
今
回

は
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
「
生
き

も
の
農
業
」
を
取
り
上
げ
よ
う
。

生
き
も
の
農
業
と
は
、
儲
け
の
対

象
に
な
ら
な
い
周
り
の
生
き
も
の

た
ち
と
折
り
合
い
を
つ
け
、
生
き

も
の
で
賑
わ
う
田
ん
ぼ
や
畑
に
す

る
営
み
を
指
す
。

今
で
は
産
業
主
義
的
農
業
が
主

流
で
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
か
え
っ

て
生
き
物
農
業
の
価
値
が
高
く
な

り
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ

の
生
き
物
農
業
が
生
ま
れ
た
。
そ

れ
は
鷲
谷
い
づ
み
の
言
う
よ
う
に
、

「
地
域
に
固
有
の
自
然
と
文
化
を

尊
重
し
、
そ
れ
を
誇
り
と
す
る
心

を
取
り
戻
す
」(

『
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
贈
り
物
』
地
人
書
館
、
２
０
０

７
年)
)

動
き
と
し
て
立
ち
現
れ
て

い
る
。

そ
れ
ら
の
動
き
は
お
お
よ
そ
３

つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
第
１

は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
あ
る
い
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
し
て
の
側
面

で
あ
る
。
第
２
は
農
法
転
換
の
側

面
で
あ
り
、
こ
れ
は
さ
ら
に
生
育

環
境
を
守
る
た
め
の
農
業
技
術
の

変
更
（
有
機
農
業
化
、
滋
賀
県
の

ゆ
り
か
ご
水
田
、
冬
水
田
ん
ぼ
な

ど
）
と
い
う
面
と
、
農
作
業
の
一

部
を
生
物
に
代
替
依
存(

合
鴨
農

法
、
水
田
養
魚
な
ど)

す
る
と
い

う
面
に
細
分
で
き
る
。
第
３
は
圃

場
に
入
れ
た
合
鴨
や
鯉
、
あ
る
い

は
圃
場
に
集
ま
っ
て
き
た
イ
ナ
ゴ

な
ど
を
食
料
そ
の
他
の
目
的
に
利

用
す
る
、
い
わ
ば
採
集
的
な
側
面

で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
の
生

き
も
の
農
業
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
し
、
実
践
例
も
多
い
。
有
名
な

も
の
に
は
兵
庫
県
豊
岡
市
の
「
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
業
」
や
新
潟
県

佐
渡
市
の
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
」

米
が
あ
る
。
今
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ

や
ト
キ
は
か
な
り
広
範
囲
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
営
巣
例
も
増

え
て
い
る
と
は
い
え
、
ど
こ
で
も

こ
の
よ
う
な
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
に
依

存
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ

れ

よ

り

も

も

っ

と

一

般

的

な

カ
エ
ル
や
ト
ン
ボ
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
な
ど
に
使
う
生
き
も
の
農
業
の

方
が
、
汎
用
性
が
高
い
。
そ
の
場

合
、
消
費
者
の
反
応
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。

筆
者
ら
が
２
０
２
４
年
１
月
に

行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
（
京
都
、

大
阪
、
兵
庫
の

20
歳
以
上
４
８
０

人
）
に
よ
る
と
、
全
体
で
は
生
き

も
の
米
へ
の
支
払
意
思
額
（
５

kg

袋
入
り
）
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
が

３
２
１
１
円
、
ホ
タ
ル
米
が
２
９

８
４
円
、
カ
エ
ル
米
が
２
５
３
７

円
で
、
平
均
購
入
価
格
の
２
０
９

２
円
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
た
。

生
物
多
様
性
に
つ
い
て
の
知
識
を

持
つ
回
答
者(

１
１
７
人)
は
、
そ

れ
ぞ
れ
３
１
４
８
円
、
３
２
１
６

円
、
２
９
７
９
円
と
、
ホ
タ
ル
や

カ
エ
ル
に
か
な
り
高
い
評
価
を
与

え
た
。
こ
の
よ
う
に
ビ
ッ
グ
ネ
ー

ム
や
希
少
種
が
い
な
く
て
も
、
も
っ

と
一
般
的
な
生
き
も
の
を
前
面
に

出
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
に

は
そ
れ
な
り
の
経
済
的
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
期
待
で
き
る
。

問
題
は
、
生
物
多
様
性
に
つ
い

て

の

知

識

を

持

た

な

い

回

答

者

（
３
３
１
人
）
の
支
払
意
思
額
は

平
均
購
入
価
格
を
上
回
る
も
の
の

支
払
意
思
額
の
水
準
が
下
が
る
こ

と
で
あ
る
。
生
物
多
様
性
に
つ
い

て
の
情
報
発
信
が
重
要
な
の
だ
。

そ
の
時
に
、
具
体
的
な
取
組
や

地
域
の
生
態
系
の
豊
か
さ
や
、
そ

れ
と
結
び
つ
く
文
化
的
多
様
性
な

ど
を
ど
れ
だ
け
コ
ン
パ
ク
ト
に
か

つ
印
象
的
に
発
信
で
き
る
か
が
カ

ギ
を
に
ぎ
る
。
と
す
れ
ば
、
誰
よ

り
も
農
民
自
身
が
自
分
の
地
域
の

生
物
多
様
性
に
通
暁
す
る
プ
ロ
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

こ
と
で
情
報
の
内
容
に
具
体
性
と

説
得
力
が
付
け
加
わ
る
か
ら
で
あ

る
。「

生
物
多
様
性
の
保
全
と
農
業
」

は
本
号
を
も
っ
て
終
了
す
る
。
読

者
の
皆
様
に
は
、
最
後
ま
で
お
付

き
合
い
く
だ
さ
り
感
謝
し
た
い
。

な
お
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
詳
細
に
つ

い
て
は
執
筆
中
の
単
行
本
『
生
き

も
の
農
業
と
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
』

に
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

（
当
セ
ン
タ
ー
理
事
・

近
畿
大
学
名
誉
教
授
）

生
物
多
様
性
の
保
全
と
農
業(

４)
-

生
き
も
の
農
業
の
可
能
性-

←

↓

池
上
甲
一

時

論



協

力

い

た

だ

き

、

Ｊ

Ａ

支

店

で

取

り

組

む

く

ら

し

の

活

動

の

実

態

と

今

後

の

意

向
な
ど
を
確
認
し
た
。

本

事

業

に

つ

い

て

は

、

現

地

調

査

と

既

存

の

関

係

資

料

・

デ

ー

タ

よ

り

、

Ｊ

Ａ

支

店

の

く

ら

し

の

活

動

が

影

響

を

及

ぼ

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

事

業

を

抽

出

し

、

具

体

的

な

く

ら

し

の

活

動

に

つ

い

て

事

例

を

踏
ま
え
整
理
し
た
。

（

当
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

11
月

14
日
（
木
）
～

15
日

（

金

）

、

京

都

Ｊ

Ａ

ビ
ル
で
開
催
し
ま
す
。

報

告

は

「

地

域

社

会

の

変

化

と

Ｊ

Ａ

全

国

大

会

決

議

の

意

義

と

つ

な

が

り

づ

く

り

－

Ｊ

Ａ

の

組

織

力

強

化

に

向

け

て

－

」

小

林

元

氏

（

一

般

社

団

法

人

日

本

協
同
組
合
連
携
機
構

常
務

理

事

）

、

「

わ

が

Ｊ

Ａ

の

組

合

員

と

の

つ

な

が

り

強

化

に

向

け

た

取

り

組

み

」

徳
田
有
治
氏
（
滋
賀
県

グ

リ

ー

ン

近

江

農

業

協

同

組

合

常
務
理
事
）
。

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

は

「

組

合

員

・

地

域

に

寄

り

そ

う

Ｊ

Ａ

の

組

織

力

強

化

の

あ

り

方

－

支

店

運

営

と

基

礎

組
織
を
中
心
に
－
」
を
テ
ー

マ

に

、

問

題

提

起

を

増

田

佳

昭

氏

（

滋

賀

県

立

大

学

名

誉

教

授

）

、

三

瓶

壮

文

氏
（
神
奈
川
県

秦
野
市
農

業
協
同
組
合

常
務
理
事
）

岡
田
勇
樹
氏
（
三
重
県

み

え
な
か
農
業
協
同
組
合

専

務

理

事

）

か

ら

の

実

践

報

告

を

も

と

に

討

論

し

ま

す
。

今
年
度
か
ら
当
セ
ン
タ
ー

主

催

の

基

幹

研

究

会

（

７

回

）

を

割

引

価

格

で

参

加

で

き

る

年

間

予

約

コ

ー

ス

を

設

定

し

ま

し

た

。

来

年

度

は

新

た

な

コ

ー

ス

を

設

定

し

ま

す

の

で

是

非

と

も

ご

活

用

く

だ

さ

い

。

詳

細

は
、h

t
t
p
s
:
/
/
a
g
r
i
d

t
c
.
o
r
.
j
p
/
n
i
t
t
e
i
.

h
t
m
l

に
掲
載
。
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地
域
農
業
振
興
構
想
を
策

定
し
た
２
０
１
４
年
、
農
業

開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
の
先
生

方
に
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
、

関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、

そ
の
実
践
の
幕
が
開
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
Ｊ

Ａ
の
合
併
構
想
が
動
き
出
し
、

所
謂
“
伊
賀
の
国
”
に
あ
る

２
つ
の
Ｊ
Ａ
が
統
合
し
現
在

の
‘
Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る
さ
と
’

が
２
０
１
８
年
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
新
Ｊ
Ａ
の
運
営
方

向
を
示
す
「
Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る

さ
と
運
営
基
本
構
想
」
と
、

そ
の
重
点
施
策
の
農
業
面
に

お
い
て
は
「
Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る

さ
と
地
域
農
業
振
興
構
想
」

を
引
き
続
き
設
定
し
、
振
興

構
想
は
２
０
１
９
年
～
２
０

２
４
年
を
新
Ｊ
Ａ
の
１
期
目

と
し
て
展
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

伊
賀
管
内
の
農
業
の
特
徴

は
、
内
陸
盆
地
に
あ
る
中
山

間
地
農
業
で
、
年
平
均
気
温

15
℃
前
後
、
年
間
降
水
量

１
５
０
０

mm
前
後
と
県
内

最
少
、
気
温
の
寒
暖
差
が
大

き
く
良
食
味
を
誘
う
あ
り
が

た
い
地
勢
に
あ
り
ま
す
。
ブ

ラ
ン
ド
力
を
拝
す
る
伊
賀
米

と
高
級
牛
肉
・
伊
賀
牛
の
２

大
作
目
が
あ
り
、
梨
、
ブ
ド

ウ
、
メ
ロ
ン
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
な
ば
な
等
の
園
芸
作
目

も
脈
々
と
活
き
づ
い
て
い
ま

す
。
振
興
構
想
で
は
産
地
の

持
続
的
な
発
展
の
た
め
、
農

業
者
の
経
営
合
理
化
や
担
い

手
確
保
、
生
産
技
術
向
上
、

販
売
力
強
化
、
小
農
の
育
成

等
ト
ー
タ
ル
と
し
て
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。

特
色

あ

る

取

り
組

み

の

１
つ

で

あ

る

、
Ｊ

Ａ

固

有
の
支
援
策
と
し
て
の
営
農

振
興
基
金
は
、
新
規
就
農
や

新
ら
た
な
品
目
の
生
産
・
販

売
へ
の
取
り
組
み
、
伊
賀
牛

や
園
芸
品
目
の
規
模
拡
大
等

幅
広
く
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
活

動
に
役
立
て
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
新
Ｊ

Ａ
と
し
て
の
６
年
間
に
基
金

を
活
用
し
た
も
の
は
５
４
経

営
体
（
う
ち
新
規
就
農
１
０

先
）
、
肉
牛
１
３
７
頭
、
園

芸
品
目
４
．
２

ha
（
ア
ス

パ
ラ
、
イ
チ
ゴ
等
）
、
白
鳳

梨
や
美
旗
メ
ロ
ン
、
伊
賀
の

芭
蕉
ね
ぎ
等
そ
れ
ぞ
れ
生
産

拡
大
に
寄
与
し
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
職
員
の
新
た

な
チ
ー
ム
力
も
功
を
奏
し
幾

つ
か
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
経
営
の
安
定
化
に

繋
げ
ミ
ニ
産
地
と
し
て
評
価

さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
気
温
の
高
温
化
傾

向
は
作
柄
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
に
も
対
応
で
き
る

対
応
力
の
強
化
や
他
企
業
等

と
の
連
携
も
意
識
し
な
が
ら

基
金
と
し
て
も
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
伊
賀
に
生
き
る
た
め
、

伊
賀
の
農
業
の
未
来
に
向
か
っ

て
、
中
山
間
地
の
特
性
を
活

か
し
た
農
業
生
産
の
活
動
、

地
域
と
の
融
和
や
多
面
的
機

能
の
発
揮
、
み
ど
り
戦
略
の

構
築
、
ス
マ
ー
ト
化
の
推
進

な
ど
変
容
す
る
状
況
を
捉
え
、

伊
賀
の
「
お
い
し
さ
」
を
益
々

高
め
ら
れ
る
よ
う
念
じ
る
も

の
で
す
。

（
Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る
さ
と

代
表
理
事
組
合
長
）

伊

賀

農

業

へ

の

想

い

←

↓

北
川
俊
一

会
員
の
声

Ｊ
Ａ
の
組
織
基
盤
強
化

に
関
す
る
特
別
研
究
会

開
催
の
ご
案
内


